
条

例 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

令
和
元
年
十
二
月
二
十
四
日 

埼
玉
県
知
事 

大 

野 

元 

裕 

埼
玉
県
条
例
第
十
六
号 

 
 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

埼
玉
県
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
埼
玉
県
条
例
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
危
機
管
理
防
災
部
の
項
第
三
十
七
号
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利

用
に
関
す
る
法
律
」
を
「
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
」
に
、
「
第

三
条
第
一
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
以
下
」
の
下
に
「
こ
の
号
、
次
号
及
び
第
六

十
九
号
に
お
い
て
」
を
加
え
る
。 

 

別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
七
十
三
号
中
「
第
四
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」
を
「
第
四
条
第
三
項

又
は
第
五
項
」
に
、
「
一
万
九
千
三
百
円
」
を
「
二
万
四
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
項
第
七
十
六

号
中
「
一
万
七
千
九
百
円
」
を
「
一
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
三
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
危
機
管
理
防
災
部
の 

 

項
第
三
十
七
号
の
改
正
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
公
布
の
日
又
は
情
報
通
信
技
術
の
活
用
に
よ
る 

 

行
政
手
続
等
に
係
る
関
係
者
の
利
便
性
の
向
上
並
び
に
行
政
運
営
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
図 

 

る
た
め
の
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正 

 

す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
六
号
）
の
施
行
の
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

改
正
後
の
埼
玉
県
手
数
料
条
例
別
表
都
市
整
備
部
の
項
第
七
十
三
号
の
規
定
は
、
こ
の
条
例 

 

の
施
行
の
日
以
後
に
二
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
者
又
は
木
造
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
者 

 

の
免
許
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
二
級
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
者
（
沖 

 

縄
の
復
帰
に
伴
う
建
設
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年 

 

政
令
第
百
十
五
号
）
第
百
条
の
規
定
に
よ
り
二
級
建
築
士
の
免
許
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者 

 

を
含
む
。
）
又
は
木
造
建
築
士
試
験
に
合
格
し
た
者
の
免
許
に
係
る
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な 

 

お
従
前
の
例
に
よ
る
。 

  
 

 


